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一般会計 46億5,000万円　特別会計 15億4,003万6千円
前年度比 1億1,517万3千円（1.9％）の増↑

当 初 予 算

歳入・歳出の詳細につきましては「広報やないづvol.625」をご覧ください。

令和２年
第１回定例会

令和２年度
当初予算が可決されました!

子ども子育て支援事業
117万円

子ども・子育て会議開催、ブックスタ
ート（乳幼児検診時絵本配布）、チャ
イルドシート購入助成、子どもの遊び
場の提供としてエアー遊具業務委託

総合検診事業
1,051万円

春に７日間、秋に１日、疾病
の予防・早期発見のために集
団検診を実施。基本検診、特
定健診、後期高齢者健康診
査、結核検診、各種がん検診
（胃、肺、大腸、前立腺）。別
日程で子宮がん・乳がん検
診・骨粗鬆症検診の集団検診
を実施する。平成31年度より
胃がん施設検診（胃内視鏡検
査）を実施。

空き家対策事業
580万円

空き家除却支援事業補助金、空
き家改修等支援事業補助金、空
き家家財道具等処分費補助金

公営住宅整備事業
6億5,430万円

定住促進住宅建設工事、後継
者独身住宅建設工事を行う。

子育て
支援の
充実

火災・
災害対策
の推進

健康
づくりの
推進

交流・
移住・定住
の促進

防火水槽整備事業
2,450万円

細越、大成沢地区へ耐震性防
火水槽を整備する。

火災予防警備事業
964万円

住宅用火災警報基設置工事を
全戸に行う。

学校給食費
無償化事業

1,218万円
町内小中学校の児童・
生徒の賄材料費を公費
で負担する。
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当 初 予 算

自主財源とは

…自主的に収入する町税（町
民税、固定資産税、軽自動車税
等）などの財源

　自主財源比率の高低は、自
治体の行政活動の自由度や安
定度の尺度になることもある。

依存財源

町税 403,517
その他自主財源
747,131

地方交付税 1,780,000

県支出金
263,093

町債
1,073,900

その他依存財源 147,185 

国庫支出金
235,174

自主財源

令和２年度

令和元年度

58,315

832,212

1,221,501

610,559 1,067,459

596,213 418,218

409,223

395,975

59,352

377,091 237,459

326,299 

755,647

463,275

360,244

19,816

6,000

23,606

207,637 

196,657 136,014

189,308

241,920

予備費 ほか公債費災害復旧費教育費消防費
土木費商工費農林水産業費衛生費民生費総務費議会費

ポイ
ント
！

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000

令和２年度　一般会計歳入（自主財源、依存財源） （単位：千円）

令和元・２年度　一般会計歳出（目的別）比較 （単位：千円）

令和２年度　会計別予算額
令和２年度 令和元年度 前 年 度 当 初

との対比（％）

一 般 会 計 46億5,000万円 45億6,000万円 2.0

特
　
別
　
会
　
計

土 地 取 得 事 業 特 別 会 計 20,026千円 3万3千円 60,584.8

国民健康保険特別会計（事業勘定） 4億9,450万円 4億9,600万円 △0.3

国民健康保険特別会計（施設勘定） 7,630万円 8,350万円 △8.6

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 5,630万円 5,080万円 10.8

介 護 保 険 特 別 会 計 5億5,000万円 5億4,400万円 1.1

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 1億7,630万円 1億5,840万円 11.3

町 営 ス キ ー 場 事 業 特 別 会 計 341万円 963万円 △64.6

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 8,070万円 9,560万円 △15.6

下 水 道 事 業 特 別 会 計 7,750万円 7,200万円 7.6

簡 易 排 水 事 業 特 別 会 計 220万円 210万円 4.8

林 業 集 落 排 水 事 業 280万円 280万円 0

特 別 会 計 合 計 15億4,003万6千円 15億1,486万3千円 1.7

合　　　計 61億9,003万6千円 60億7,486万3千円 1.9
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どのように評価していくのか。

外国人と接することで、抵抗感が薄まり、積極
的に話しかけたり、国際理解の一助となることが
期待される。

また、小学校で外国語活動が始まるが、教師と
ALTが協力して授業を行い、効果を上げていく
ことが期待できる。

外国人教師（ALT）の効果についてQ

外国人への苦手意識をなくしたいA

フルラッピングを行うことは考えていないの
か。

当初は、ハーフラッピングもしくは大型ステ
ッカーを検討していたが、予算の中で１台に対
しフルラッピングを施工する。また、赤べこを
モチーフにしたバス停も10台設置予定。現在デ
ザインを作成中。

町民バスへのラッピングについてQ

利用頻度の高い１台に
フルラッピングを施工A

どのように実施していくのか。

今ある土器を使用し、展示替えを行う。アド
バイザーの意見を参考にストーリー性が分かる
ような展示を考えている。また、現状ガイドが
いないため、人材を育成していきたい。

縄文館の改築に関してQ

気軽に来て、柳津町の文化を
説明できるような施設にA

当初は3年間のみと説明を受けたが、今後
も継続していくのか。

小中学校ともに学力調査の結果が良好で、
こまめに教育指導を行ってきた効果が表れて
きている。

来年度は小学校、再来年度には中学校で新
しい学習指導要領による教育活動が開始され
る。

きめ細かな指導助言のためにも、必要と考
える。

学校教育アドバイザーの
在り方についてQ

児童、生徒の学力向上のためにA

ランニングコストの2/3を負担しているがいつま
で負担していくのか？

当面は3年間ごとに見直しをかけていく。今回は
既存の機器を再利用できるが、新紙幣発行などによ
る機器の入れ替えが発生した場合、負担額が高額と
なることも考えられる。キャッシュレス化が進んで
いる中で、ATMの必要性等・利便性を含めて協議
していきたい。

支所地区のATM設置負担金Q

今後の必要性・利便性について検討A

公開のスケジュールについて。

平成29年度に策定した柳津町公共施設等総合管理
計画にそって点検時期、改修時期について計画する
もの。

老朽化施設については必要性を含めて、今後の在
り方等を検討しながら特別計画を策定して総合管理
計画へ反映させていく。

個別施設計画策定業務委託の内容は？Q

令和２年度中の作成を予定A

 令和２年度

予算特別委員会 質疑

予算特別委員会



55

議 案 審 議

【
柳
津
町
地
域
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正
】

【
柳
津
町
若
者
定
住
促
進
住
宅

条
例
の
一
部
改
正
】

新
た
に
完
成
予
定
の
柳
津
町
へ

の
若
者
の
定
住
促
進
を
図
る
た
め

の
住
宅
に
関
す
る
条
例
を
可
決
。

４
階
建
て
20
戸
か
ら
な
る
団
地
で
、

扶
養
す
る
子
供
の
数
に
応
じ
て
家

賃
が
変
動
す
る
の
が
特
徴
。

柳
津
町
防
災
行
政
無
線
（
同
報

系
・
移
動
系
）
デ
ジ
タ
ル
化
改
修

工
事
に
つ
い
て
、
工
事
内
容
に
変

更
が
生
じ
た
た
め
、
契
約
金
額
を
、

２
、
２
８
５
万
３
０
０
円
を
増
額

し
、
２
億
３
、
８
８
５
万
３
０
０

円
と
す
る
。

《
変
更
の
主
な
内
容
》

く
い
の
基
礎
工
法
の
変
更
及
び

子
機
を
景
観
に
配
慮
し
た
塗
装
へ

と
変
更
し
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

【
監
査
委
員
の
選
任
同
意
】

　

議
会
議
員
か
ら
選
出
さ
れ
た
伊

藤　

純
氏
の
任
期
が
３
月
30
日
で

満
了
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
磯

目
泰
彦
氏
を
監
査
委
員
に
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
。

町
営
住
宅
建
設
工
事
に
つ
い
て
、

工
事
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
た
め
、

契
約
金
額
を
、
１
、
１
０
１
万
５
、

４
０
０
円
を
増
額
し
、
７
億
２
、

６
０
１
万
５
４
０
０
円
と
す
る
。

《
変
更
の
主
な
内
容
》

地
盤
が
岩
盤
だ
っ
た
こ
と
か
ら

掘
削
方
法
を
変
更
し
た
ほ
か
、
自

動
火
災
報
知
機
や
共
用
廊
下
の
灯

り
を
よ
り
安
全
な
仕
様
へ
と
変
更

し
た
こ
と
に
よ
る
増
額
。

審議された議案　－主な議案－

令和２年第１回定例会が、３月２日から３月１０日までの９日間の会期で行われまし
た。
今回の定例会では、令和２年度当初予算及び令和元年度補正予算、条例の制定・改正

など４４議案が審議され、原案どおり可決されました。なお議会から、令和２年度当初
予算に対する１６項目の意見書を付けました。

地
域
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
き
げ
館
開
館

防
災
行
政
無
線
デ
ジ

タ
ル
化
改
修
工
事
請

負
契
約
の
変
更

条例
若
者
の
定
住
促
進

へ
一
歩
前
進

条例

工事契約

町
営
住
宅
建
設
工
事

請
負
契
約
の
変
更

工事契約

議会録画映像のお知らせ
　第１回定例会の一般質問は、町のホームペ
ージで閲覧することができます。

「議会の傍聴になかなか行けない」、「パソ
コンで録画映像を見ている時間がない」とい
う方は、お手元の端末からご覧ください。

柳津町

ホームページ
柳津町議会 議会録画映像

スマホやタブレット端末からも、
見ることができます！

各議員の一般質問
が見られます。

令
和
２
年
５
月
７
日
に
開
所
し

た
地
域
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ゆ
き

げ
館
に
関
す
る
条
例
の
改
正
を
可

決
。統

合
型
施
設
と
な
り
、
西
山
支

所
、
西
山
公
民
館
、
西
山
保
育
所
、

国
民
健
康
保
険
診
療
所
西
山
出
張

所
も
併
設
さ
れ
る
の
に
合
わ
せ
、

柳
津
町
支
所
設
置
条
例
、
保
育
所

設
置
条
例
、
国
民
健
康
保
険
診
療

所
設
置
条
例
に
つ
い
て
も
同
時
に

改
正
が
可
決
さ
れ
、
西
山
保
育
所

の
定
数
は
40
名
か
ら
20
名
へ
と
変

更
さ
れ
た
。

第
２
回
臨
時
会（３

月
31
日
）

人

事
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議 案 審 議

令和２年度予算意見書
１　一般会計予算は46億5000万円で前年対比２パーセン

トの増であり、特別会計との合計予算は61億9003万円
で前年対比1.9パーセントの増加となっており、予算の
執行に当たっては「ムリ・ムラ・ムダ」を排除し、効
果的・効率的・公平性及び透明性を遵守し、公正で適
正な執行に努めること。

　　特に、地方交付税が減少し、国庫交付金に依存する
傾向にあることから、自主財源の確保と共に財政の健
全性を促進させること。

２　「地方交付税」が年々減少する現状にあって「ふる
さと納税」は貴重な「財源確保」の手段であり「返礼
品の見直し」また積極的な「ＰＲ」に努めること。

　　なお、専属による担当職員を配置するなど「ふるさ
と納税者」の確保とともに、安定財源としての確率を
図ること。

３　「イノシシ」「シカ」「クマ」「ハクビシン」「カラス」な
どの鳥獣被害対策については、電気柵または狩猟免許
取得を対策の一環としているが、旺盛な繁殖により年
ごとに頭羽数も増加し、水田や畑作物に対する被害の
増大または人的被害の危険性も高まっており、部分解
決を図る電気柵と共に頭羽数を減少させる抜本的な対
策を講ずること。

　　特に「イノシシ」については、雪のない越冬により、
頭数の急激な増加を見込まれるため、各行政区に「ワ
ナ猟免許」の取得を促し、広域あるいは猟友会との連
携により積極的な「捕獲」に取り組むこと。

４　近年の「温暖化」による「気象異変」は、全国各地
に大災害を引き起こしており、生活基盤及び道路ある
いは橋梁、土砂崩れ危険地帯などの「事前対策」を進
めながら、町民の「安全・安心」の確保を図ること。

５　町内、養豚業者から発生する「養豚臭気」について
は、町及び県、養豚業者と一体となり「臭気計」によ
るデータベース化を進め、原因究明を図るとともに、
養豚業者に対し早急に徹底した対策を講じるよう指導
を行い、住民の一日も早い平穏な生活を回復させるこ
と。

６　第５次柳津町振興計画後期基本計画は、本年度で最
終年度にあたるため、目標値を再確認しながら、計画
と町民の直面する課題に乖離を生じないよう、実効効
果の確保を図り、町民の満足度の向上に努めること。

７　職員の採用にあたっては、定員管理適正化計画に基
づき、積極的な地元採用の確保を図り、行政サービス
の低下を招くことのないよう、適正な人事配置ととも
に人材の育成に万全を期すこと。さらに、事務事業の
見直しを図り、業務の効率化に努めること。

８　国土調査については、現状の「字限図」の更新、ま
た世代交代、転出者等を把握し、土地の所有者や境界
を確定させるよう、人的確保と共に迅速に進めること。

９　火災及び災害発生時における地区住民または消防団
ＯＢ、広域消防ＯＢ、婦人消防隊の自主防災は重要で
あり、また初期対応に当たっては被害を最小限に抑え
るために不可欠な活動であることから、その役割と安
全確保のマニュアル化を早急に整備し、防災組織の改
善と環境整備を図ること。

10　町民バスの運行は安全運行を旨とし、利用者のニー
ズに即した合理的かつ有効な運行方法と、ダイヤ・路
線等の見直しによる乗車率向上を図ること。

　　また、同時運行されている「スクールバス」につい
ても安全運行に配慮し、本来の目的を損なうことのな
いように努めると共に、町民バスとスクールバスの合
理性・効率性の確保に努めること。

11　納税に不公平感の生じないよう滞納徴収に積極的に
取り組み、町税等の自主財源の確保に努めると共に、
事案によっては「法的手段」による対応も辞さないな
ど納税者への啓発活動を図ること。

12　町内主要道である国道252号線、柳津・昭和線、会
津若松・三島線では、近年大型車両を含む交通量が増
加しており、運転者及び歩行者の「注意喚起」を促す
画期的な「標語」や「看板」、「キャンペーン」など、
交通安全対策協議会と共に安全運転並びに交通事故防
止対策を講じること。さらに、職員の交通安全意識を
高め、交通事故ゼロを町全体で共有できる環境づくり
に努めること。

13　観光の振興は町の根幹を成す重要な産業であること
から、一般観光客の誘客と共に、インバウンド対策を
含めた「受け入れ体制」を確立し、各関係団体との広
域的な連携をはかりながら柳津町の積極的なＰＲ活動
を進めること。

　　また、「赤べこ」発祥の地として、「赤べこ」をステ
ータスシンボルとした魅力的な観光地の創生を、観光
協会とのタイアップにより確立を図ること。

14　町民センターの老朽化が激しく、多額の維持管理費
用を必要としていることから、プロジェクトチームに
よる協議検討を急ぎ、抜本的な公共施設の構築に努め、
関係者との一刻も早い合意形成を図ること。

15　町による各種団体等への補助については、町の規則
に基づき、構成する規模・人員・規約等を参酌し、公
正かつ適正な措置に努めると共に、各種団体自らが事
務処理を適切に行うよう指導・監督を行うこと。

16　町診療所の体制が新しくなることから、新しい診療
所のＰＲを町民に周知を図ること及び近隣医療施設と
の連携強化を図り、町民の医療体制の充実を図ること。
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こんなことを決めました　－審議一覧－

議案 件　　　名 結果

第２号 柳津町公告式条例の一部を改正する
条例について

原案
可決

第３号 柳津町役場支所設置条例の一部を改
正する条例について

原案
可決

第４号 柳津町地域住民交流センター条例の
一部を改正する条例について

原案
可決

第５号 職員の勤務時間、休暇等に関する条
例の一部を改正する条例について

原案
可決

第６号
柳津町議会議員の議員報酬、期末手
当及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について

原案
可決

第７号 町長等の給与及び旅費に関する条例
の一部を改正する条例について

原案
可決

第８号 職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例について

原案
可決

第９号 柳津町保育所設置条例の一部を改正
する条例について

原案
可決

第10号 柳津町国民健康保険診療所設置条例
の一部を改正する条例について

原案
可決

第11号 柳津町町営住宅条例の一部を改正す
る条例について

原案
可決

第12号 柳津町町営住宅等管理条例の一部を
改正する条例について

原案
可決

第13号 柳津町若者定住促進住宅条例の一部
を改正する条例について

原案
可決

第14号 柳津町若者定住促進住宅管理条例の
一部を改正する条例について

原案
可決

第15号 柳津町消防団設置等に関する条例の
一部を改正する条例について

原案
可決

第16号 柳津町公民館条例の一部を改正する
条例について

原案
可決

第17号 辺地に係る公共的施設の総合計画の
変更について

原案
可決

第18号 柳津町過疎地域自立促進計画の変更
について

原案
可決

第19号 町道路線の廃止について 原案
可決

第20号 町道路線の認定について 原案
可決

第21号 令和元年度柳津町一般会計補正予算 原案
可決

第22号 令和元年度柳津町土地取得事業特別
会計補正予算

原案
可決

第23号 令和元年度柳津町国民健康保険特別
会計補正予算

原案
可決

議案 件　　　名 結果

第24号 令和元年度柳津町後期高齢者医療特
別会計補正予算

原案
可決

第25号 令和元年度柳津町介護保険特別会計
補正予算

原案
可決

第26号 令和元年度柳津町簡易水道事業特別
会計補正予算

原案
可決

第27号 令和元年度柳津町町営スキー場事業
特別会計補正予算

原案
可決

第28号 令和元年度柳津町農業集落排水事業
特別会計補正予算

原案
可決

第29号 令和元年度柳津町下水道事業特別会
計補正予算

原案
可決

第30号 令和元年度柳津町簡易排水事業特別
会計補正予算

原案
可決

第31号 令和元年度柳津町林業集落排水事業
特別会計補正予算

原案
可決

第32号 令和２年度柳津町一般会計予算 原案
可決

第33号 令和２年度柳津町土地取得事業特別
会計予算

原案
可決

第34号 令和２年度柳津町国民健康保険特別
会計予算

原案
可決

第35号 令和２年度柳津町後期高齢者医療特
別会計予算　

原案
可決

第36号 令和２年度柳津町介護保険特別会計
予算

原案
可決

第37号 令和２年度柳津町簡易水道事業特別
会計予算

原案
可決

第38号 令和２年度柳津町町営スキー場事業
特別会計予算

原案
可決

第39号 令和２年度柳津町農業集落排水事業
特別会計予算

原案
可決

第40号 令和２年度柳津町下水道事業特別会
計予算

原案
可決

第41号 令和２年度柳津町簡易排水事業特別
会計予算

原案
可決

第42号 令和２年度柳津町林業集落排水事業
特別会計予算

原案
可決

第43号 工事請負契約の変更について 原案
可決

第44号 工事請負契約の変更について 原案
可決

第45号 工事請負契約の変更について 原案
可決

【３月定例会】

議 案 審 議
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一 般 質 問

○文化財保存継承について

Q
　

我
が
町
柳
津
は
圓
蔵
寺

を
中
心
と
し
た
門
前
町
で

あ
る
。

　

近
年
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
で
イ
ン

ス
タ
映
え
や
外
国
人
観
光
客
に
よ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
で
日
本

文
化
や
貴
重
な
文
化
財
が
再
認
識

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
反

面
、
一
部
で
は
文
化
財
へ
の
落
書

き
や
不
審
火
な
ど
に
よ
る
焼
失
が

報
道
さ
れ
、
非
常
に
残
念
で
な
ら

な
い
。

　

今
後
も
町
文
化
財
、
旧
所
、
名

跡
を
保
存
継
承
す
る
に
は
、
緊
急

時
等
の
早
急
な
対
応
や
観
光
の
面

か
ら
も
そ
の
周
辺
道
路
の
維
持
整

備
も
重
要
で
あ
り
、
文
化
財
等
と

と
も
に
一
体
と
し
て
整
備
す
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
次
の
点
に
つ
い

て
町
の
考
え
を
伺
う
。

⑴
軽
井
沢
銀
山
跡
地
の
大
煙
突
の

今
後
に
つ
い
て
。

⑵
町
道
塩
野
銀
山
線
の
現
状
と
今

後
に
つ
い
て
。

⑶
日
本
遺
産
で
あ
る
圓
蔵
寺
菊
光

堂
及
び
柳
津
観
音
周
辺
と
奥
之

院
弁
天
堂
ま
で
の
遊
歩
道
整
備

に
つ
い
て
。

A
（
町
長
）
⑴
平
成
28
年
度

に
行
っ
た
大
規
模
な
現
況

調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
令
和
２

年
度
は
保
存
に
向
け
て
の
方
向
性

貴
重
な
文
化
財
の

保
存
を
！

を
明
確
に
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

⑵
県
道
会
津
若
松
三
島
線
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
通

行
す
る
車
両
が
見
ら
れ
な
い
状
況
。

道
路
維
持
に
関
す
る
予
算
の
範
囲

内
で
優
先
順
位
を
決
め
な
が
ら
整

備
を
し
て
い
き
た
い
。
県
道
合
流

地
点
か
ら
大
煙
突
ま
で
の
町
道
区

間
に
つ
い
て
は
、
路
面
の
洗
掘
箇

所
や
排
水
路
破
損
箇
所
を
今
年
度

中
に
維
持
補
修
す
る
予
定
。

⑶
圓
蔵
寺
内
の
遊
歩
道
は
、
危

険
性
か
ら
通
行
が
規
制
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
圓
蔵
寺
の
遊
歩
道
か

ら
奥
之
院
弁
天
堂
へ
向
か
う
小
道

に
つ
い
て
は
、
石
や
木
の
根
な
ど

が
あ
り
平
坦
な
道
で
は
な
い
が
、

モ
ミ
ジ
や
桜
が
植
栽
さ
れ
、
苔
む

し
た
古
道
と
し
て
趣
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
も
あ
る
。
遊
歩
道
は
私

有
地
で
あ
り
、
町
が
直
接
整
備
す

る
こ
と
は
困
難
。
圓
蔵
寺
の
遊
歩

道
に
つ
い
て
は
、
観
光
協
会
の
事

業
と
し
て
枯
れ
木
等
の
撤
去
を
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
、
町
も
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

⑴
ど
の
よ
う
な
保
存
を

考
え
て
い
る
の
か
。

A
（
町
長
）
銀
山
峠
関
連
団

体
と
町
と
の
協
働
と
い
う

形
で
耐
震
補
強
案
で
大
煙
突
の
保

存
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
　

⑴
文
化
財
へ
の
登
録
を

し
な
い
で
保
存
で
き
る
の

か
。A

（
公
民
館
長
）
町
・
県
・

国
の
文
化
財
へ
の
登
録
は
、

実
際
に
工
事
を
行
う
際
に
補
助
金

や
周
辺
環
境
へ
の
影
響
な
ど
へ
の

制
限
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
慎
重
に
調
査
し
、
決
定
し
て

い
き
た
い
。

Q
　

⑵
県
道
合
流
地
点
か
ら

大
煙
突
ま
で
の
整
備
内
容

の
詳
細
を
問
う
。

A
（
建
設
課
長
）
現
在
、
未

舗
装
区
間
は
大
雨
の
影
響

な
ど
に
よ
り
大
き
く
洗
掘
さ
れ
て
、

舗
装
区
間
に
土
砂
が
堆
積
し
て
い

る
。整

備
内
容
と
し
て
、
舗
装
区
間

に
つ
い
て
は
土
砂
の
撤
去
、
未
舗

装
区
間
に
つ
い
て
は
洗
堀
対
策
と

し
て
、
土
砂
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
混

合
物
を
使
用
し
て
路
面
の
整
備
を

図
っ
て
い
く
。
側
溝
に
つ
い
て
も

土
砂
撤
去
を
行
う
。

Q
　

⑵
銀
山
周
辺
の
町
道
・

県
道
は
、
地
区
住
民
や
有

志
の
方
、
元
銀
山
に
住
ま
れ
て
い

た
方
な
ど
が
年
に
数
回
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
り
な
が
ら
管
理
し
て

い
る
。
町
と
し
て
煙
突
を
保
存
し

て
い
く
と
い
う
考
え
で
あ
れ
ば
、

周
辺
道
路
に
対
し
て
も
、
町
で
管

５番　磯目泰彦議員

理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

A
（
建
設
課
長
）
来
年
度
は

道
路
維
持
作
業
の
会
計
年

度
任
用
職
員
を
増
員
す
る
予
定
で

あ
り
、
作
業
範
囲
も
広
が
る
た
め
、

そ
の
中
で
銀
山
周
辺
道
路
の
管
理

も
行
っ
て
い
き
た
い
。

Q
　

⑶
奥
之
院
の
小
道
に
つ

い
て
、
趣
の
あ
る
道
で
は

あ
る
が
、
健
常
者
で
も
非
常
に
路

面
の
歩
き
づ
ら
い
箇
所
が
見
ら
れ

る
。
趣
と
い
う
部
分
と
歩
き
や
す

さ
、
両
立
を
し
な
が
ら
整
備
を
進

め
る
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
）
観
光

協
会
等
も
含
め
て
、
関
係

者
と
協
議
を
し
て
整
備
に
つ
い
て

前
向
き
に
進
め
て
い
き
た
い
。

今
後
、
実
施
予
定
の
歴
史
的
風

致
維
持
向
上
計
画
の
中
で
も
、
関

係
者
の
皆
さ
ん
と
整
備
の
可
否
に

つ
い
て
も
協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　

保
存
と
い
う
の
は
、
建
物
ば

か
り
で
は
な
く
て
、
周
辺
環

境
を
含
め
た
整
備
が
大
切
だ
と
考

え
て
い
る
。
も
っ
と
熱
意
を
持
っ

て
周
辺
整
備
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

要望
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一 般 質 問

○雪不足に伴う冬場の収入源に対する
今後の対策について
○基金を活用しての子育て家庭支援策
とＵターン施策について

雪
不
足
影
響
は
？

Q
　

記
録
的
な
暖
冬
に
よ
り

雪
に
関
連
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
が
大
打
撃
を
受
け
て
い
る

中
で
、
自
治
体
と
し
て
雪
不
足
が

地
域
経
済
に
与
え
る
負
の
側
面
を

的
確
に
把
握
し
、
今
後
そ
の
影
響

を
最
小
限
に
抑
え
、
少
し
で
も
町

民
の
不
安
を
解
消
で
き
る
手
だ
て

を
講
じ
る
姿
勢
の
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
で
は
運
転
資

金
貸
付
の
利
息
補
塡
を
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
毎
年
冬
期
間
の

除
雪
を
委
託
し
て
い
る
建
設
会
社

な
ど
へ
は
例
年
雪
で
繰
越
と
な
る

工
事
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

道
路
の
維
持
補
修
等
を
冬
期
間
に

も
発
注
し
、
少
し
で
も
収
入
の
安

定
に
つ
な
が
る
よ
う
町
と
し
て
も

努
め
て
い
る
。

Q
　

こ
の
先
、
雪
不
足
に
よ

る
水
不
足
な
ど
が
起
こ
る

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
そ
の
点

に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

A
（
地
域
振
興
課
長
） 

今
年

度
は
積
雪
が
極
端
に
少
な

１番　松村　亮議員

い
と
い
う
こ
と
で
春
先
の
農
業
用

水
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る
田
、

畦
畔
へ
の
被
害
が
す
で
に
出
て
お

り
、
春
先
は
昨
年
よ
り
早
い
時
期

か
ら
被
害
が
出
る
の
で
は
な
い
か

と
懸
念
し
て
い
る
。

 

A
（
建
設
課
長
）
水
道
水
の

渇
水
が
一
番
心
配
さ
れ
る
。

全
て
の
水
源
で
水
不
足
に
な
る
こ

と
は
な
い
の
で
、
水
に
余
裕
が
あ

る
水
源
か
ら
給
水
タ
ン
ク
な
ど
を

使
用
し
て
運
搬
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
い
る
。

 

Q
　

子
育
て
で
一
番
経
済
負

担
が
強
い
ら
れ
る
時
期
に

対
し
、
当
町
の
既
存
制
度
で
は
支

援
が
十
分
で
は
な
く
、
再
考
の
余

地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下

の
３
点
に
つ
い
て
伺
う
。

⑴
柳
津
町
に
現
存
す
る
奨
学
金
制

度
と
そ
の
概
要
。

⑵
近
隣
自
治
体
の
同
等
制
度
と
比

較
に
見
る
見
解
。

⑶
子
ど
も
子
育
て
基
金
を
活
用
し

た
新
た
な
制
度
の
検
討
余
地
に

つ
い
て

A
（
町
長
）
⑴
柳
津
町
高
等

学
校
奨
学
資
金
貸
与
制
度

と
柳
津
町
奨
学
資
金
貸
与
制
度
が

あ
り
、
高
等
学
校
奨
学
資
金
貸
与

制
度
は
、
町
内
に
住
所
を
有
す
る

生
徒
が
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学

が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、

就
学
資
金
の
無
利
息
で
の
貸
し
付

け
を
行
う
も
の
。
平
成
22
年
度
を

最
後
に
貸
し
付
け
実
績
は
な
い
。

奨
学
資
金
貸
与
制
度
は
、
将
来
柳

津
町
に
永
住
す
る
こ
と
な
ど
の
条

件
に
よ
り
、
医
師
及
び
保
健
師
を

志
望
す
る
柳
津
町
出
身
の
生
徒
ま

た
は
学
生
に
奨
学
資
金
を
貸
し
付

け
る
も
の
で
、
免
除
規
定
が
あ
る
。

⑵
近
隣
町
村
に
お
い
て
貸
付
額

が
高
校
生
に
月
額
１
万
円
か
ら
３

万
円
、
大
学
生
は
月
額
２
万
円
か

ら
５
万
円
で
、
返
済
に
つ
い
て
は

月
賦
で
８
年
か
ら
15
年
以
内
と
な

っ
て
い
る
。

柳
津
町
に
は
現
在
利
用
が
な
い

状
況
だ
が
、
今
後
、
内
容
等
十
分

精
査
を
し
、
利
用
し
や
す
い
内
容

と
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

⑶
次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
図
り
、
安
心
し
て

子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
平
成
28
年
度
か
ら
毎

年
２
、
０
０
０
万
円
ず
つ
の
積
み

立
て
を
し
て
い
る
。

今
年
度
は
出
生
時
の
絵
本
の
配

付
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
購
入

を
補
助
す
る
「
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
」
や
、
子
育
て
す
る
家

庭
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
出
生
及
び
小
・
中
学
校
入

学
時
に
祝
い
金
を
支
給
す
る
「
子

育
て
応
援
祝
い
金
事
業
」
な
ど
の

事
業
の
一
部
に
こ
の
基
金
を
充
当

し
活
用
し
て
い
る
。

今
後
も
、
子
育
て
世
代
の
住
民

の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
そ
れ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

Q
　

既
存
制
度
に
つ
い
て
、

項
目
や
諸
条
件
等
に
関
し

て
時
代
に
合
っ
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
。
制
度
の
修
正
、
も
し
く

は
、
全
く
新
し
い
制
度
を
作
っ
て

い
く
と
い
う
考
え
は
な
い
か
。

A
（
総
務
課
長
）
奨
学
金
制

度
に
つ
い
て
は
、
昭
和
40

年
代
か
ら
の
古
い
制
度
。
中
身
等

に
つ
い
て
現
状
に
合
っ
た
も
の
に

精
査
し
な
が
ら
、
Ｐ
Ｒ
等
を
進
め

て
い
き
た
い
。

子
育
て
に

手
厚
い
支
援
を
！
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一 般 質 問

○行政の効率化と機構改革について

○町役場の機構改革について
３番　岩渕清幸議員

Q
　

町
民
の
行
政
に
対
す
る

期
待
や
要
望
は
複
雑
、
多

様
化
し
て
い
る
中
で
、
町
民
ニ
ー

ズ
に
応
え
効
率
的
な
行
政
運
営
を

行
っ
て
い
く
上
で
、
次
の
３
点
に

つ
い
て
町
の
考
え
方
を
伺
う
。

⑴
事
業
事
務
の
ス
リ
ム
化
、
団
体

事
務
局
の
見
直
し
な
ど
の
業
務

改
革
の
推
進

⑵
人
事
評
価
制
度
の
本
格
運
用
な

ど
の
職
員
の
人
材
育
成

⑶
民
間
委
託
の
推
進
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
の
推
進

A
（
町
長
）
⑴
平
成
29
年
度

か
ら
職
員
が
事
務
事
業
評

価
で
事
業
ご
と
に
内
容
の
見
直
し

を
行
い
、
統
合
、
廃
止
等
の
評
価

を
実
施
し
予
算
に
反
映
さ
せ
て
い

る
。
今
後
も
、
継
続
的
に
事
務
事

業
評
価
等
に
よ
り
業
務
の
改
善
に

努
め
い
く
。

⑵
限
ら
れ
た
職
員
数
で
行
政
運

営
し
、
人
材
育
成
と
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
を
図

る
た
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
人
事

評
価
制
度
を
試
行
導
入
し
て
い
る
。

今
後
も
、
職
員
の
人
材
育
成
に
つ

な
が
る
人
事
評
価
制
度
の
構
築
に

向
け
、
よ
り
公
平
、
透
明
で
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
が
る
制
度
運
用
に
努
め
て
い
く
。

⑶
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効

果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図

る
た
め
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
施
設

管
理
を
委
託
し
て
い
る
。
そ
の
他

委
託
つ
い
て
も
可
能
性
を
継
続
し

て
検
証
し
て
い
く
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
つ
い
て
は
、
業
務

ご
と
に
必
要
性
に
応
じ
て
シ
ス
テ

ム
化
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
、

さ
ら
に
効
果
的
・
効
率
的
な
業
務

を
行
え
る
よ
う
定
型
業
務
を
自
動

化
す
る
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・
プ
ロ
セ

ス
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入

な
ど
、
先
行
自
治
体
を
参
考
に
よ

り
一
層
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
努
め
て
い

く
。Q

　

⑶
赤
べ
こ
ト
ー
タ
ル
ス

ポ
ー
ツ
に
海
洋
セ
ン
タ
ー

の
施
設
管
理
を
委
託
し
て
、
約
１

年
が
経
過
し
た
わ
け
だ
が
、
感
想

等
あ
れ
ば
お
伺
い
し
た
い
。
ま
た
、

町
民
か
ら
の
反
応
に
つ
い
て
は
、

何
か
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

A
（
公
民
館
長
）
赤
べ
こ
ト

ー
タ
ル
ス
ポ
ー
ツ
の
職
員

に
指
導
者
の
資
格
を
持
っ
た
職
員

が
お
り
、
活
動
の
範
囲
が
広
が
り

さ
ら
に
活
発
に
様
々
な
事
業
に
着

手
し
て
い
る
。
民
間
委
託
に
よ
り

可
能
性
が
広
が
っ
た
と
感
じ
る
。

町
民
の
声
と
し
て
は
お
互
い
の

意
思
疎
通
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
る
。
ケ

ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
の
中
の
１
つ
と

し
て
今
後
改
善
し
て
い
き
た
い
。

Q
　

柳
津
町
で
初
め
て
の
外

部
委
託
な
の
で
し
っ
か
り

と
し
た
検
証
を
お
願
い
し
た
い
。

ほ
か
に
外
部
委
託
を
検
討
し
て
い

る
部
署
が
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

A
（
総
務
課
長
）
道
路
の
維

持
清
掃
、
本
庁
舎
の
夜
の

警
備
、
一
般
ご
み
収
集
な
ど
も
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
制
度
も
導
入
し
て
い
る
施
設
等

も
あ
り
、
そ
ち
ら
も
課
題
等
検
証

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

総
務
課
の
中
に
企
画
財

政
班
が
あ
り
、
こ
れ
は
ア

ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
が
一
緒
だ
と

言
わ
れ
て
久
し
い
わ
け
だ
が
、
こ

の
解
消
も
踏
ま
え
た
機
構
改
革
と

い
う
考
え
が
あ
る
か
ど
う
か
、
町

の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
） 

柳
津
町
行
財
政

改
革
大
綱
実
施
計
画
で
は
、

今
年
度
重
点
部
門
の
充
実
強
化
・

組
織
の
検
証
を
実
施
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
庁
議
や
班
長
を
中

心
と
す
る
調
整
会
議
で
議
題
と
し

て
い
る
。

来
年
度
は
、
多
様
化
す
る
行
政

課
題
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
に
も
、
課
題
で
あ
っ
た
企

画
部
門
と
財
政
部
門
の
見
直
し
に

向
け
て
、
実
効
性
の
あ
る
組
織
に

再
編
成
し
、
組
織
を
強
化
す
べ
く

行
財
政
改
革
推
進
本
部
及
び
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
で
協
議
を
し
、

令
和
３
年
度
に
は
機
構
改
革
を
実

施
す
る
予
定
。

Q
　

柳
津
町
行
財
政
改
革
大

綱
の
中
で
行
政
需
要
に
対

す
る
組
織
づ
く
り
と
い
う
項
目
が

あ
る
。
機
構
改
革
に
こ
れ
ら
を
生

か
す
よ
う
な
方
向
で
進
め
て
い
る

か
。A

（
総
務
課
長
）
課
の
見
直

し
、
業
務
の
見
直
し
等
を

含
め
て
十
分
生
か
さ
れ
る
よ
う
に

考
え
て
い
る
。

効
率
的
な
行
政
運
営
を

長
年
の
課
題
解
消
へ
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一 般 質 問

Q
　

第
５
次
柳
津
町
振
興
計

画
の
次
年
度
方
針
と
し
て
、

「
火
災
・
災
害
対
策
の
推
進
」
が

あ
る
が
、
昨
年
度
町
内
に
お
い
て

火
災
が
発
生
し
た
際
、
水
源
が
足

ら
ず
に
消
火
活
動
に
支
障
を
来
し

た
。

　

町
は
毎
年
各
地
区
よ
り
希
望
、

申
請
等
が
あ
っ
た
場
合
に
防
火
水

槽
を
設
置
建
設
し
て
き
た
が
、
今

後
、
ど
の
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て

い
く
の
か
伺
う
。

A
（
町
長
）
町
消
防
団
の
ポ

ン
プ
自
動
車
、
積
載
車
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
、
防
火
水
槽
等

の
消
防
設
備
を
計
画
的
に
整
備

し
、
機
動
力
・
消
防
力
の
向
上
に

努
め
て
い
る
。

　

各
地
区
で
の
防
火
水
槽
の
設
置

に
関
し
て
は
、
国
庫
補
助
金
と
地

方
債
を
財
源
と
し
て
、
地
区
要
望

と
消
防
施
設
整
備
計
画
実
態
調
査

で
の
充
足
数
等
も
考
慮
し
な
が
ら
、

今
年
度
ま
で
各
地
区
に
１
２
７
基

整
備
し
て
き
た
。

Q
　

１
２
７
基
と
あ
る
が
、

こ
れ
は
防
火
水
槽
と
消
火

栓
の
総
数
な
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）
防
火
水
槽

は
、
基
準
数
が
１
４
２
に

対
し
て
１
１
０
基
整
備
さ
れ
て
お

り
、
充
足
率
は
77
．
５
％
。
消
火

栓
を
含
め
て
の
水
利
が
１
２
７
基

と
な
る
。

Q
　

今
後
の
計
画
に
つ
い

て
。

A
（
総
務
課
長
）
今
後
も
毎

年
度
２
カ
所
を
設
計
し
、

２
カ
所
設
置
工
事
を
す
る
計
画
。

Q
　

空
き
家
の
改
修
や
除
去

が
進
ん
で
い
な
い
現
状
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を
克
服
し
、
人

口
減
少
対
策
を
進
め
る
た
め
に
、

各
地
区
長
さ
ん
や
有
識
者
か
ら
の

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
情
報
収

集
を
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く

べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

A
（
町
長
）
空
き
家
対
策
協

議
会
を
設
置
し
、
対
策
の

方
向
性
等
を
示
し
た
「
柳
津
町
空

家
対
策
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
。

　

空
き
家
は
、
個
人
所
有
財
産
で

あ
り
、
所
有
者
へ
の
適
切
な
管
理

を
依
頼
す
る
の
が
前
提
と
し
て
い

る
が
、
現
状
と
し
て
管
理
が
不
十

分
な
空
き
家
が
多
い
。

空
き
家
の
把
握
に
つ
い
て
は
、

毎
年
各
区
長
へ
依
頼
し
、
空
き
家

調
査
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
内
容

を
精
査
し
実
態
把
握
を
し
っ
か
り

行
っ
た
上
で
情
報
収
集
を
行
い
、

所
有
者
に
適
切
な
管
理
を
し
て
も

ら
う
た
め
に
も
行
政
区
長
と
連
携

し
、
適
宜
に
適
正
な
管
理
・
除

却
・
改
修
補
助
金
等
の
啓
発
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

Q
　

空
き
家
調
査
は
何
回
ぐ

ら
い
実
施
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
ど
の
よ
う
に
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
総
務
課
長
）　

平
成
30

年
度
に
台
帳
を
整
備
し
、

そ
の
後
、
毎
年
各
区
長
に
破
損
状

況
・
利
用
状
況
等
の
調
査
を
お
願

い
し
て
い
る
。

台
帳
上
、
約
１
２
０
件
程
度
把

握
し
て
お
り
、
所
有
者
に
対
し
て

空
き
家
の
今
後
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
等
も
実
施
し
て
い
る
。

Q
　

交
流
・
移
住
・
定
住
の

促
進
は
町
の
重
点
事
業
に

な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
徹
底
し
て

実
施
し
て
ほ
し
い
。

A
（
町
長
）
空
き
家
の
中
で

も
使
え
る
空
き
家
、
使
え

な
い
空
き
家
の
線
引
き
が
必
要
。

使
え
る
空
き
家
に
つ
い
て
は
、

み
ん
な
が
集
え
る
よ
う
な
場
所
に

し
た
り
、
移
住
・
定
住
の
人
た
ち

を
迎
え
る
場
所
に
し
た
り
と
い
う

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
使
え
な
い
危
険
空
き
家

に
つ
い
て
は
、
特
別
措
置
法
に
基

づ
い
た
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
も

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。

防
火
水
槽
の
整
備
状
況
に

つ
い
て
問
う

空
き
家
問
題
に

有
効
な
対
策
を

○誰もが安全安心できるまちづくりの
火災災害対策の推進について

○交流・移住・定住の促進について
６番　伊藤　純議員
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一 般 質 問

○畜産業者による臭気対策について

○幼児教育の充実について
２番　新井田順一議員

Q
　

臭
気
問
題
発
生
か
ら
１

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
。
そ
の
間
、
事
業
所
・
麻
生

地
区
・
役
場
で
３
者
会
議
が
開
か

れ
、
事
業
所
に
お
い
て
も
防
臭
ネ

ッ
ト
を
設
置
す
る
な
ど
対
策
を
講

じ
て
い
る
が
、
効
果
が
表
れ
て
い

な
い
と
い
う
の
が
麻
生
地
区
の
実

感
で
あ
る
。
県
の
環
境
保
全
農
業

課
等
と
連
携
し
積
極
的
な
指
導
対

策
が
必
要
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。　A

（
町
長
）
臭
気
対
策
と
し

て
、
豚
舎
内
へ
の
消
臭
剤

の
24
時
間
散
布
、
消
臭
効
果
が
期

待
で
き
る
飼
料
の
導
入
、
消
臭
フ

ェ
ン
ス
の
設
置
等
の
対
策
を
実
施

し
て
き
た
が
、
思
う
よ
う
に
効
果

が
出
て
い
な
い
の
が
現
状
。

今
後
の
対
策
と
し
て
、
各
豚
舎

へ
効
果
が
あ
る
と
い
う
水
脱
臭
装

置
の
設
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

３
者
会
議
は
毎
月
開
催
し
て
お

り
、
対
策
・
臭
気
の
状
況
、
今
後

の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
て

い
る
。
ま
た
、
麻
生
地
区
の
み
で

な
く
、
各
地
区
か
ら
も
臭
気
の
情

報
・
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

一
刻
も
早
く

効
果
的
な
対
策
を

早
期
に
問
題
が
解
決
で
き
る
よ
う
、

引
き
続
き
事
業
者
に
対
し
強
く
指

導
を
行
っ
て
い
く
。

Q
　

三
者
会
議
に
専
門
家
が

全
く
い
な
い
の
で
は
な
い

か
。A

（
地
域
振
興
課
長
）
会
議

に
は
県
の
家
畜
保
健
衛
生

所
や
農
業
普
及
所
へ
出
席
を
依
頼

し
助
言
を
受
け
て
い
る
。

２
月
に
は
消
臭
ネ
ッ
ト
の
製

造
・
販
売
元
の
営
業
担
当
者
に
も

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
消
臭
ネ
ッ

ト
の
特
性
に
つ
い
て
話
を
伺
っ
た
。

ま
た
、
現
在
、
臭
気
測
定
器
の
制

作
に
も
関
わ
っ
て
い
る
白
河
市
の

専
門
家
に
も
参
加
を
打
診
し
て
い

る
。Q

　

専
門
家
に
つ
い
て
は
、

臭
気
対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
専
門
協
会
が
あ
る
。
発
生
し
た

に
お
い
に
対
策
す
る
よ
り
、
に
お

い
を
出
さ
な
い
仕
組
み
へ
の
取
り

組
み
の
方
が
効
果
的
で
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
へ
依
頼
し

て
み
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
米
沢

市
で
は
議
会
臭
気
問
題
特
別
委
員

会
を
結
成
し
、
対
策
、
対
応
に
当

た
っ
た
事
例
が
あ
る
。
視
察
に
行

っ
て
み
て
は
ど
う
か
。

A
（
町
長
） 

臭
気
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
お
よ
び
臭
気
問
題
特

別
委
員
会
に
つ
い
て
調
べ
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
、
効
果
的
、
必
要
で

あ
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

 

Q
　

認
定
こ
ど
も
園
は
、
就

学
前
の
子
供
に
対
し
幼
児

教
育
と
保
育
の
両
方
の
役
割
を
持

つ
施
設
と
言
わ
れ
、
小
学
校
と
連

携
を
図
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
学
し
教

育
が
受
け
ら
れ
る
施
設
と
認
識
し

て
い
る
が
、
柳
津
保
育
所
・
西
山

保
育
所
を
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

し
幼
児
教
育
の
充
実
を
図
る
考
え

は
な
い
か
、
伺
う
。

A
（
保
育
所
長
）
平
成
27
年

度
の
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
に
お
い
て
、
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
の
検
討
を
行
っ
た
。

認
定
こ
ど
も
園
と
は
何
か
を
周

知
し
、
対
象
町
民
に
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
た
結
果
、
保
育
内
容
に

教
育
的
内
容
も
内
包
し
て
お
り
こ

ど
も
園
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

現
状
の
ま
ま
と
す
る
決
定
を
し
た
。

　

本
町
で
は
、
保
育
所
保
育
指
針

に
基
づ
き
、
未
満
児
の
保
育
に
は

養
護
面
に
重
点
を
置
き
、
３
歳
児

以
上
は
教
育
的
な
内
容
も
取
り
入

れ
保
育
に
当
た
っ
て
い
る
。

Q
　

幼
稚
園
の
部
分
の
教
育

に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
る
か
。

A
（
保
育
所
長
）
年
長
児
を

対
象
に
、
英
語
で
遊
ぼ
う

と
い
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
る
。
そ
の
他
、
お
茶
教
室
、

食
育
指
導
、
丈
夫
な
体
づ
く
り
の

た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
。
年
長
・
年
中
組
は
、
サ
ッ

カ
ー
教
室
等
も
行
っ
て
い
る
。

Q
　

小
学
校
と
幼
児
教
育
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
る
か
。

A
（
教
育
長
）
入
学
前
に
実

際
に
小
学
校
に
体
験
入
学

し
て
、
学
習
を
経
験
し
、
４
月
の

ス
タ
ー
ト
が
ス
ム
ー
ズ
に
切
れ
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

特
に
小
学
校
で
は
保
育
所
や
幼

稚
園
で
学
習
し
た
英
語
や
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
を
基
に
、
体
験

活
動
を
通
し
な
が
ら
小
学
校
生
活

に
慣
れ
て
い
く
取
り
組
み
を
し
て

お
り
、
し
っ
か
り
連
携
が
と
れ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

小
学
校
と
の
連
携
を

ス
ム
ー
ズ
に
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一 般 質 問

10番　鈴木吉信議員

○大成沢地区水道の水量確保について

１
日
も
早
い
安
定
し
た

水
の
供
給
を

Q
　

大
成
沢
水
源
は
大
成
沢
、

芋
小
屋
、
胄
中
地
区
が
利

用
し
て
い
る
が
、
毎
年
お
盆
な
ど

各
地
区
の
水
の
使
用
量
が
多
く
な

る
と
水
不
足
が
発
生
し
、
３
地
区

の
人
々
が
大
変
苦
労
し
て
い
る
。

町
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応

を
と
る
の
か
。
次
年
度
の
計
画
に

つ
い
て
伺
う
。

A
（
町
長
）
本
年
度
は
水
源

候
補
地
に
対
し
て
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
が
、
希
望

水
量
が
確
保
で
き
ず
水
源
と
し
て

の
活
用
は
断
念
し
た
。
ま
た
、
漆

峠
と
博
士
林
道
沿
い
の
湧
水
を
水

源
候
補
地
と
し
て
選
定
し
、
水
質

検
査
、
水
量
調
査
を
実
施
し
た
。

次
年
度
は
水
源
候
補
地
２
カ
所

へ
の
水
質
・
水
量
の
調
査
を
引
き

続
き
実
施
し
、
結
果
を
踏
ま
え
水

源
を
選
定
し
、
早
急
に
水
量
確
保

に
努
め
る
。

Q
　

冬
期
間
の
水
量
調
査
を

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ

が
、
ど
れ
く
ら
い
の
水
量
な
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
漆
峠
は
８

月
～
２
月
ま
で
調
査
を
行

い
、
１
日
20
ト
ン
～
１
２
４
ト
ン

と
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
博
士
林
道
は
12
月
下

旬
～
２
月
ま
で
調
査
し
、
平
均
で

１
日
５
０
０
ト
ン
程
度
湧
出
し
て

い
る
状
況
。

Q
　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
。

A
（
建
設
課
長
）
現
在
の
水

源
２
カ
所
に
つ
い
て
引
き

続
き
水
量
の
調
査
を
実
施
し
て
い

く
。
令
和
２
年
度
は
、
水
道
の
変

更
認
可
取
得
の
た
め
の
業
務
委
託

を
発
注
し
、
令
和
３
年
度
に
は
事

業
に
着
手
で
き
る
よ
う
に
進
め
て

い
く
。

Q
　

一
日
も
早
く
、
水
不
足

を
解
消
で
き
る
よ
う
な
対

応
策
は
な
い
の
か
。

A
（
建
設
課
長
）
変
更
認
可

を
得
る
た
め
に
は
１
年
分

の
水
量
調
査
が
必
要
と
い
う
決
ま

り
が
あ
る
た
め
、
令
和
２
年
度
中

の
完
成
は
難
し
い
。
ま
た
、
変
更

認
可
が
得
ら
れ
た
後
に
、
設
計
業

務
を
行
い
、
そ
の
後
の
工
事
と
な

る
た
め
、
令
和
２
年
度
中
の
完
成

と
い
う
の
は
難
し
い
。

　
　

３
地
区
に
は
何
年
間
も
迷
惑

を
か
け
て
き
て
い
る
。
３
地

区
の
方
々
が
安
心
し
て
水
を
飲
め

る
、
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
一
日

も
早
い
完
成
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

要望

○五畳敷大成沢線の
排水路の蓋掛けについて

狭
小
箇
所
の
改
善
を
！

Q
　

五
畳
敷
大
成
沢
線
の
鳥

屋
地
区
か
ら
高
森
地
区
に

か
け
て
、
道
が
狭
い
に
も
関
わ
ら

ず
排
水
路
の
蓋
掛
け
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
す
れ
違
い
が
難

し
く
、
交
通
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。今

後
、
排
水
路
へ
の
蓋
掛
け
を

行
う
考
え
が
あ
る
か
伺
う
。

A
（
建
設
課
長
）
同
路
線
の

鳥
屋
地
区
入
り
口
か
ら
先

の
排
水
路
の
蓋
掛
け
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
60
メ
ー
ト
ル
分
を
実
施

し
た
。
来
年
度
は
、
そ
の
先
の
１

０
０
メ
ー
ト
ル
分
を
実
施
す
る
予

定
。
そ
の
先
の
区
間
に
つ
い
て
も
、

継
続
し
て
側
溝
改
修
工
事
を
実
施

し
、
町
道
五
畳
敷
大
成
沢
線
の
狭

隘
区
間
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
　

冬
季
の
積
雪
時
は
、
側
溝
が

雪
で
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
、
な
お
さ
ら
位
置
が
確
認

し
づ
ら
く
な
る
。

五
畳
敷
大
成
沢
線
だ
け
に
限
ら

ず
、
町
内
に
は
同
様
の
箇
所
が
多

く
存
在
す
る
。

予
算
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
る
だ

ろ
う
が
、
徐
々
に
蓋
掛
け
を
し
て
、

狭
い
と
こ
ろ
で
も
安
心
し
て
運
転

で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
お

願
い
し
た
い
。

要望

８番　菊地　正議員
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　令和元年度に監査委員が指摘した事項について、地方自治法第１９９条第１２項の規定に基づき、柳津
町長から次のとおり措置状況の通知があったので、同項の規定によりこれを公表する。

令和２年５月２９日　　　　　　　　　　
柳津町代表監査委員　伊　藤　光　正
柳 津 町 監 査 委 員　磯　目　泰　彦

令和元年度監査委員による指摘事項のうち措置を講じたものの調書（抜粋）

指摘事項 措置状況
補助金額が交付要綱に定め

る額を超えて交付されている。
予算措置をする場合は必ず補
助金交付要綱との整合性を図
ること。

補助金交付要綱との整合性を図る
ため要綱を整備した。(観光商工班)

介護保険給付費において、
年度末に多くの項目で多額の
予備費の充用が発生している。
予算の確認・管理が不適切な
ために発生している事案なの
で、予算の執行状況の点検を
必ず実施すること。

平成30年度において、予備費から
の充当が多数発生したことから、平
成31年度では予算管理・確認等を行
いながら予算執行に努めたが、現在、
１項目で予備費からの充当が発生し
ている。

今後も、担当者に予算管理の重要
性を認識させると共に、さらなる予
算の執行管理等に努めさせる。ま
た、課長・班長においても十分な執
行管理、確認を行っていく。

（住民福祉班）

公共下水道事業において、
加入率が低迷している。他の
下水道事業も含めて加入の促
進と使用料金完納に向けて有
効な対策をとること。

　加入促進に関しては、11月３日の
文化祭・ＪＡまつりで、下水道加入
のブースを設け加入促進を行った。
また、３月のお知らせ版に加入促進
の記事を掲載した。
　町民課の「住環境整備事業」と建
設課の「住まいづくり支援事業」を
活用すれば最大25万円の助成を受け
られるよう各種整備している。
　徴収に関しては、滞納者は各税・
使用料等も未納となっている町民の
多いため、各関係班及び徴収専門員
と協議し徴収に努めていく。
(上下水道班)

指摘月日：令和元年10月25日～11月６日（定期）

庁内で取り扱われている各
種団体の現金、通帳などの残
高確認が実施されていない。
不正防止のために確認をおこ
なうこと。運転免許証の確認
も併せて実施すること。

各種団体等の公金管理及び免許証
の確認については、毎年度実施して
いる。

令和元年度は、10月28日付けで
各課長へ依頼し、確認を実施した。

（総務班）

納税組合の組織数が減少傾
向にあるため、組合育成を図
り組織が維持されていくよう
支援すること。特に新規の住
宅地などは新しい組合の設立
も誘導すること。

令和元年度から令和２年度にかけ
ては解散する納税組合は無かったが、
後期高齢者医療保険加入者が増えた
事で国保の加入者が減少し納税者が
いなくなるとの理由で解散を検討し
ている組合もある。その他組合長継
承者不足など困難な課題が山積して
おり、近隣市町村では納税貯蓄組合
連合会が相次いで解散するなど厳し
い状況。連合会による事務用品提供
などを継続しつつ、徴収や組合事務
の補助を実施し、特に高齢者世帯の
多い地域で円滑な納税に大きな役割
を果たしている地域組合の維持発展
を支援していく。（税務班）

指摘事項 措置状況
指摘月日：令和元年７月23日～８月８日（決算）

消防施設（防火水槽）が毎
年整備されているが、施設台
帳が不備となっている。整備
すること。

消防施設（防火水槽）台帳が更新
されていない状況なので、今後新設、
改修、廃止等の現状を把握し、台帳
を整備していく。

消防施設については、年２回の幹
部による施設点検及び各班で毎月施
設点検等を実施しており、非常時に
は使用できる状況となっている。今
後とも消防力の充実強化に努めてい
く。（総務班）

空き家除却事業について５
件の補助交付が実施されてい
る。個人の財産は個人が処分
するという姿勢を堅持しなが
らも事業が進展するよう検討
すること。

空き家の除却については、個人所
有財産であるため個人が責任を持っ
て管理できるよう指導を行うととも
に、令和２年度からは、宅建業者へ
の委託を実施し、空き家所有者が相
談できる体制づくりをしながら、空
き家の適正管理・除却処分等を進め
ていく。（企画財政班）

各種団体の運営費の補助金
交付事業において、各団体の
歳出決算額を超える額が交付
されている事例がある。定額
の補助金であっても、歳出決
算額を超える補助金の交付は
適正では無いため、翌年度に
おいて精算するとともに次年
度以降はその年度中に精算す
ること。

柳津町青少年育成町民会議の補助
金について、前年度繰越額および当
年度分を合わせ、年度内の令和２年
３月２日に精算（返納）した。
(生涯学習班)

細越下平地区の分譲宅地が
残り二区画となっている。分
譲宅地事業は、定住対策とし
て有効な手法なので、新たな
分譲地の選定を加速し、事業
の推進を図ること。

　新たな分譲宅地として町内の各地
域の調査を行い、５つの候補地を選
定した。
　そこから庁議において３つの候補
地に絞り込んでおり、今後その３つ
から１つを最終決定する予定。令和
２年度予算では決定した候補地の測
量を実施する予定。(建設班)

国民健康保険税の滞納につ
いて、滞納繰越分は減少した
が、現年度分については大幅
に増額している。対策を講じ
ること。

国民健康保険税の現年度滞納分増
加の要因となった、修正及び期限後
申告による過年度賦課の国保税が年
度末に多額に発生し滞納となったも
のについては、普通預金・定期預
金・年金・車両の差押えを実施し、
滞納処分した残額の分割納付を継続
しているため、完納まで納付指導を
徹底していく。（税務班）

予算に対し執行率の低い科
目が散見される。当初予算に
おいて綿密な予算見積りを行
い、予算執行状況を確認する
こと。

当初、一定の参加規模を見込み予
算要求をしているが、参加人数や回
数等が決定されたら、予算の見直し
を行い、予算管理していく。
(生涯学習班)



指摘事項 措置状況
モニターツアーの実施後に、

その成果を観光振興のために
どのように活用するのか明確
でない。モニターツアーを実
施することが目的ではなく、
その後に展開する観光振興事
業を模索する手段として実施
すべき。モニターの結果を分
析し、今後の観光客誘致計画
を策定すること。

また、観光客は柳津町だけ
を訪れようとしているのでは
なく、市町村の区域を越え
て、広域的に旅行を検討して
いる。近隣市町村と連携して
事業の展開を図ること。

只見線の利用促進や観光振興に向
けてスムーズに受け入れることがで
きるように今後商品として継続でき
るようツアーを作成し集客を図るた
め、過年度に実施している結果分析
し、魅力的な行程を確立していく。

（観光商工班）

銀山川の河川工事（福島県
発注）において、下水道の移
設工事が必要であるとして工
事の設計委託をしたが、その
後河川工事側の変更によりそ
の移設工事が不要となり、委
託して完成した設計書が無駄
となった。

福島県との工事打合せ不足
が原因であり、どちらに非が
あろうとも、町が発注した業
務委託であり、町の損失とな
った。工事協議の徹底を図る
こと。

当初下水道の移設工事の設計とし
て委託発注をかけたが、河川占用申
請資料として活用した。当初の目的
とは違うが無駄とならないよう活用
していく。（上下水道班）

清柳苑、ほっとinやないづ、
そして美術館と、全て町が設
置した施設だが、それぞれが
独自に運営しており、道の駅
全体として機能していない。
合同のパンフレットの作成、
駅員（職員・従業員）の交流
の場の設定など、複数施設の
デメリットを克服し、施設資
源を有効に活用できるように
すること。

合同パンフレットの作成はしてい
ないが、ＪＡＦ（日本自動車連盟）
の機関誌へ道の駅と美術館を同時掲
載するなどの連携を行っている。今
後、職員交流を行い、一体化を図り
たい。（美術館班）

対象者が多いにもかかわら
ず参加者が少ない事業（特に
福寿・養寿学園）について、
町民課の事業（老人クラブ）
との再構築を検討してくださ
い。

高齢者学級については、現役世代
の年齢が以前と比較し上昇している
ことが要因の一つ。また、高齢者の
年代の方でも高齢者の自覚が感じら
れないとの意見がある。(まだまだ
現役の気持ち）

よって、令和２年度から高齢者学
級からシニアサークルに名称を改め、
入会しやすいよう配慮した。

また、老人クラブや健幸クラブの
事業内容が介護予防などに限られて
いるようなので、生きがいづくりに
つながる多様な事業内容で実施でき
ないか、連携を探っていきたい。さ
らに、公民館事業では「笑いと健康」
をテーマに各種事業を実施している
ので、町民課と連携し合い進めてい
く。(生涯学習班)

高齢者への免許返納者への
特典等について広報を強化し、
事故のない安心な生活が送れ
るようにすること。

広報お知らせ版に制度内容につい
て掲載し周知した。令和２年度から
は、町内業者で使用できるタクシー
乗車券の有効期間を２年間としたこ
とに伴い、再度広報にて制度の周知
を行った。

また、老人クラブ等の事業等の機
会に、併せて周知していきたいと考
えている。

さらに、利用促進のため、警察署
から免許証自主返納者の情報提供に
協力が得られないか等についても協
議していきたい。(住民福祉班)

指摘事項 措置状況
結婚支援事業が毎年冬に実

施されているが、年末は他の
団体でも実施されることが多
い。春の開催も検討すること。

現在、プロポーザル方式で実施業
者を選定し、その後参加者を募集し
ているため、冬時期の開催となって
いる。今後、開催時期を含め、業者
選定の方法、他の自治体との広域的
な共同開催など、班内で協議してい
く。(住民福祉班)

空き家の除却事業について
行政区の区長を交えて個人の
財産権問題、費用負担の問題
を解決して取り組む方策を検
討すること。

毎年各行政区長へ空き家状況につ
いての調査を実施している。

財産権問題や費用負担の問題につ
いては、個人所有の財産であるため
問題解決は困難である。しかしなが
ら、近年、適正に管理されていない
空き家も散見され、地区内で問題と
なるケースも見受けられるため、地
区内で問題となっている空き家につ
いては行政区長と連携を図りながら
所有者への適正管理を指導していく。

（企画財政班）
路線バスとスクールバスの

経費の按分について、バス運
行開始当初から見直されてお
らず実情を反映していない。
教育課と協議し適正な数値に
すること。

令和２年度の児童生徒数及び乗降
地区を精査し、スクールバス機能と
町民バスの年間走行距離からその比
率について見直しを実施した。令和
２年度から新たな比率にて経費を案
分する。
　　　　　　　 旧　 　新
町民バス　　　65％→80％
スクールバス　35％→20％
(西山支所班)

高等学校奨学金貸与事業に
ついて貸付台帳が、やや不明
瞭であるとともに、返済の消
し込みが一目瞭然となってい
ない。しっかりした債権管理
を行うこと。

令和元年度中に貸付台帳を整備し
状況を確認できるようにした。

（学校教育班）

運動公園の管理業務を「特
定非営利法人赤べこトータル
スポーツ」に委託しているが、
施設使用料の収納事務におい
て、分任出納員の収納印を使
用しているようだが、適正な
方法ではない。

財務規則では、収納事務は
委託することができるとされ
ている。（第40条）

契約内容も含め、適正な収
納事務を行うように改めるこ
と。

収納事務について再確認し、調定
の債権者を職員からトータルスポー
ツに改めた。また、赤べこトータル
スポーツの収納印を用意した。
(生涯学習班)

有害鳥獣対策が、個体数の
増加によるものと思われる被
害の増加に追いついていない。
近隣町村、福島県を含む大き
な組織で対策を検討すること。

令和元年12月に県と会津地域の市
町村による会津地域課題解決連携推
進会議が発足し、広域的な取り組み
による有害鳥獣対策を進めていくこ
ととなった。（農林振興班）

さらに親しみやすい “ふれ
あい号” となるように、子ど
もたちを含めた町民が参加し
て、車体のラッピングを行う
ことを検討すること。

今年度、1台の「フルラッピング」
を実施する予定。

ラッピングデザイン等の検討につ
いては、施工前に教育課等と協議し、
子どもたちの意見も反映できるよう
進めていく。（西山支所班）

指摘月日：令和２年２月25日（例月）
ガス料金の支払いについて、

検針日に一ヵ月の使用量が確
定し、遡及して使用日初日に
支出負担行為を行っており、
財務規則の趣旨とは異なった
取り扱いとなっている。基本
料金、使用量による料金変動、
さらに単価の変動もあり、ガ
ソリン単価とは同じように処
理できないのは理解できるが、
工夫をして財務規則に趣旨に
添った会計業務を行うよう検
討すること。

財務規則第56条の２の規定では、
「電気、ガス又は水の供給を受ける
契約に基づき支払をする経費の支出
命令については、当該支出負担行為
に係る債務が確定する前に行うこと
ができるものとする。」となってお
ります。

つきましては、ガス料金について
は、令和２年度より当該年度当初に
前年度実績等を参考に支出負担行為
を行うように改めた。（総務班）
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が
目
に
ま
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い
季
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と
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ま

し
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津
議
会
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り
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６
２
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を
最

後
ま
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ご
覧
い
た
だ
き
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と
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ざ
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ま
す
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今
回
は
３
月
定
例
会
の
模
様
と
、
令
和
２
年
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当

初
予
算
を
中
心
に
編
集
い
た
し
ま
し
た
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さ
て
、
新
年
度
に
向
け
、
穏
や
か
に
生
活
を
営
ま

れ
て
い
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町
民
の
皆
様
。
入
学
、
新
社
会
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、
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婚
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出
産
な
ど
、
胸
を
弾
ま
せ
て
い
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皆
様
の
前
に
、
人

間
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命
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奪
う
目
に
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な
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敵
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
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感
染
症
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発
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し
ま
し
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パ
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デ
ミ

ッ
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世
界
的
大
流
行
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に
よ
り
大
勢
の
人
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亡
く

な
ら
れ
、
感
染
者
は
現
在
も
発
生
中
で
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。
こ
の
目

に
見
え
な
い
大
敵
に
人
々
の
生
活
、
政
治
、
経
済
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教
育
、
医
療
、
文
化
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
大
打
撃
を

与
え
て
お
り
ま
す
。

柳
津
町
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
様

の
命
と
生
活
を
守
る
た
め
町
長
を
先
頭
に
、
役
場
職

員
一
丸
と
な
っ
て
町
民
の
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

よ
う
一
生
懸
命
努
め
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
議
会
も

全
面
的
に
協
力
し
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
緊

急
事
態
宣
言
解
除
後
も
健
康
に
十
分
留
意
さ
れ
、
今

後
と
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
一
日
も
早
い
終
息

と
、
普
通
の
日
常
生
活
が
戻
り
ま
す
よ
う
願
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。�
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お知らせ
第２回定例会は
６月10日～12日
開会の予定です。

コロナウイルス感染症拡大の防
止および皆様の健康を守る観点
から、議会の傍聴を自粛いただ
きますようお願いいたします。
本会議については、役場１階ロ
ビー、ふれあい館、西山支所で
映像配信を行います。

議　会　構　成
3月31日に議会臨時会を開催し、新たな議会構成を決定しました。

議　　　長 伊　藤　昭　一 副　議　長 齋　藤　正　志

委員会名 委 員 長 副委員長 委　　員
総務文教常任委員会 田 﨑 信 二 新井田　順一 磯 目 泰 彦 伊 藤 昭 一 荒 明 正 一
産業厚生常任委員会 伊 藤 　 純 松 村 　 亮 鈴 木 吉 信 齋 藤 正 志 岩 渕 清 幸
議 会 運 営 委 員 会 岩 渕 清 幸 荒 明 正 一 田 﨑 信 二 伊 藤 　 純

会津若松地方広域市町村圏整備組合議会の議員 鈴　木　吉　信

柳 津 町 監 査 委 員 会 選 出 の 議 員 磯　目　泰　彦
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新柳津町議会議員紹介　10人の顔ぶれ
3月22日に行われた柳津町議会議員選挙で選ばれた新しい議員の皆さんを紹介します。（議番、氏名、期数、行政区）


